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 §1. はじめに

嘉瀬川ダムは，一級河川嘉瀬川水系の佐賀県佐賀市富
士町に建設中の重力式コンクリートダムである．嘉瀬川
ダム副ダムは，嘉瀬川ダムと連携した貯水池を持つ副ダ
ムとして一般的な貯砂機能の他に常時一定の湖面を確保
する目的も有している．これにより広大な水面からなる
景観を創出し，ダム湖面の親水性の向上と湖面を利用し
た活動を促進する．また，嘉瀬川ダムの水位低下による
上流部の荒廃地防止ならびに嘉瀬川ダム貯水池内の水質
保全も目的とされている．
嘉瀬川ダム副ダムは，台形形状のダムに CSG工法を適

用して「材料の合理化」「設計の合理化」「施工の合理化」
を同時に達成することで環境負荷軽減 ,コスト縮減が可
能となる「台形 CSGダム」である．堤体の主材料である
CSGは，嘉瀬川ダム原石山の廃棄岩を 80 mm以下に破
砕した後にダムサイトの CSG混合プラントにてセメン
トと水を加えて混合して製造した．その CSGを 10 tダ
ンプトラックにて堤体まで運搬して 16 tブルドーザー

で敷均し，11 t振動ローラで転圧を行った．さらに，堤
体の上下流面にはプレキャスト型枠を採用して施工の効
率化と安全性の向上をはかっている．
本報では，副ダム堤体 CSG工法の施工にあたって実施
した確認試験と副ダム堤体 CSGの施工実績について述
べる．　

§2．工事概要

2―1　工事工程
施工は，平成 20年 3月に伐採，工事測量から着手し，

その後右岸側の基礎掘削，法面工および仮設備の設置を
行った．右岸側の基礎掘削，転流工の完成後平成 21年 3
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　本報は，嘉瀬川ダム副ダム建設工事における副ダム堤体 CSG工法の施工のために実施した確認試験
と施工実績について述べたものである．
　副ダム堤体では，堤体積 65,300 m3のうち CSGを 51,700 m3施工した．CSGの施工にあたっては，各
種の確認試験の結果を実施工に反映させることにより，良好な管理のもとで CSGの施工を行うことが
できた．しかし，施工計画（工程計画）上，当初計画において想定していないさまざまな課題が発生し
た．それらの課題に対して，その都度計画の修正を行いながら施工を進め，当初計画より 2ヶ月遅れで
CSGの打設を完了した．

写真―1　ダム全景
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月 18日に転流を行い左岸側の基礎掘削に着手した．7月
中旬に基礎掘削を完了し，仕上掘削・岩盤清掃に着手し
たが，7月 25，26 日の集中豪雨による出水が上流仮締切
を越流して土砂が堤敷き内に流入した．その復旧工事に
約 1ヶ月を要し，10月 1 日に副ダム堤体 CSGの初打設
を行った．CSG打設は平成 22年 6月 2日に完了し，そ
の後水叩き，堤内水路の閉塞工等を行い，工事は当初工
期の平成 22年 9月末に竣工した．

2―2　工事概要
本工事の工事内容と副ダムの諸元を表―1と表―2に

示す．

§3．副ダム堤体 CSG 確認試験

本工事では，発注前試験施工によって CSG材の粒度範

囲，CSG強度と単位水量の関係「ひし形」，11 t振動ロ－
ラによる転圧回数等の施工仕様（案）が定められていた．
しかしながら，本体工事に使用する施工設備，機械の一
部は発注前試験施工で使用したものと異なる機械（例：
混合設備）を使用するため，これらの機械を使用した際
に CSGの品質が確保できるか確認する必要があった．ま
た，発注前試験施工で試験未実施の施工仕様項目が複数
あり，本体工事に先立ってこれらの施工仕様について確
認する必要があった．
そのため，本体工事に使用する施工設備，施工機械を
使用して平成 21年 1月から 7月の間に確認試験を実施
した．試験施工ヤードとしては，母材ヤード，CSG材ス
トックヤード，CSG混合プラントヤード，上流仮締切を
使用した．
確認試験の項目 ,内容，結果について表―3に示す．

図―1　ダム標準断面図

表―1　工事内容 表―2　副ダム諸元
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表―3　CSG 確認試験施工 項目 内容 結果
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§4．副ダム堤体 CSG 施工実績

副ダム堤体においては，平成 21年 10月 1日から平成
22年 6月 2日までの 8ヶ月間に約 51,700 m3の CSG打
設を行った．
本章では CSG打設に伴う施工仕様，打設実積および打
設に伴う課題とその対策について述べる．

4―1　副ダム堤体 CSG 打設施工仕様
副ダム堤体の CSG打設区分は，ダンプトラック直送方

式の一般部とクローラークレーンを使用する非越流部と
に大別される．
それぞれの施工仕様について，表―4に示す．

4―2　副ダム堤体 CSG 打設実績
副ダム堤体 CSG打設は，片番（昼間施工）を原則とし
て打設量が多い場合は残業にて対応した．（残業は最大で

22時頃まで実施した．）
CSG打設進捗を表―5，図―2，図―3に示す．

4―3　CSG 打設における課題と対策
⑴　課題
副ダムの CSG打設は，当初計画では 6 ヶ月の工程で計
画していたが実施工では 8 ヶ月を要してしまった．この
要因について考察すると以下のような課題が考えられた．
【課題①】　小規模なダムのために堤体打設面積が狭い．

CSGの打設は，基本的に堤体打設面を 2分割して施工
を行う．CSG打設を行っていない部分では，保護，止水
コンクリート等の打設，プレキャスト型枠等の据付，CSG

打設前清掃等を行い当該部分の CSG打設に備える．しか
しながら副ダムにおいて当該部分は，CSG打設時のダン
プトラックの方向転換場所や CSG打設機械の駐機場と
なり上記の作業が実施できない場合があった（写真―2）．
【課題②】堤体への進入路（乗込み架台）が 1箇所しか
ない．

写真―2　CSG 打設状況

表―1　大気浄化システム概念図表―1　大気浄化システム概念図表―1　大気浄化システム概念図表―1　大気浄化システム概念図表―1　大気浄化システム概念図表―1　大気浄化システム概念図

表―4　副ダム CSG 打設・施工仕様

表―5　CSG 打設実績詳細
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図―3　堤体 CSG 打設進捗図

図―2　CSG 打設進捗図
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最大打設時には CSG運搬のダンプトラックが 0.8分
に 1台（往復）通行する．そのような状況下で保護，止水コ
ンクリート運搬の生コン車，その他の資機材運搬車輌等
をスムーズに通行させるのが困難であった（写真―3）． 

【課題③】生コンプラントの調整が困難
副ダムの保護，止水コンクリートは，生コンクリート
を使用した．嘉瀬川ダム関連工事において生コンクリー
トを供給できる生コンプラントは近傍に 1ヵ所である．
そのため年末・年度末に他工事のコンクリート打設が集
中すると副ダムの予定に合わせた生コンクリートの供給
が困難となる．
【課題④】当初計画では工程において考慮していなか
った保護 ,止水コンクリートの型枠組立・解体作業，打
設前清掃作業，プレキャスト型枠の堤体内吊り込み作業
（写真―4），CSG部打設前清掃，CSG部の岩盤仕上げ掘
削作業（写真―5），および乗込み架台の移動・据付作業
等が発生した．
⑵　対策
今後の台形 CSGダムの施工に対して上記課題への対
応策は以下のようなことが考えられる．
【対策①】堤体上流側の保護，止水コンクリート，プレ

キャスト型枠等の施工のために堤体上流側にクレーン走
行路を設置してクローラークレーン等の大型クレーンを
配置し上記作業を行う．これにより，堤体内での作業や
機械・車輌を減じ次回の CSG打設のための準備作業が
可能となる．
【対策②】仮設備計画において，堤体の右岸側，左岸側
同時に進入できるような計画とする．これにより，CSG

打設に影響を受けないで他作業の車輌の堤体進入が可能
となる．
【対策③】保護，止水コンクリート打設用のバッチャー
プラントを現場に設置する．これにより，現場の計画に
あわせてコンクリート打設が可能となるとともに，CSG

打設と競合しない夜間のコンクリート打設も可能となる．
【対策④】今後の台形 CSGダムの施工計画においては，
今回の施工を参考として堤体で実際に行われる作業につ
いて詳細に検討して，その結果を反映させた工程表を作
成する． 

§5．まとめ

台形 CSGダムという新形式・新工法でのダム建設工
事にあたっては，嘉瀬川ダム工事事務所，（財）ダム技術
センター等の指導を受けながら施工を行った．CSGやプ
レキャスト型枠関連の施工方法 施工仕様，品質管理手法
等においては確認試験で確認した手法を用いて所定の成
果を得ることができた．しかしながら，施工計画（工程
計画）等においては，実施工でしか体験し得ないことも
多かったため，当初計画の見直しを行いながら実施工を
進めることとなった．
本工事の経験を通して得られた新たな知見は，今後の
台形 CSGダムの建設に大きな役割を果たすものと確信
する．

写真―3　乗込み架台

写真―4　プレキャスト型枠吊込み作業

写真―5　CSG 部の岩盤仕上げ掘削




